
「
津
波
」
・
「
液
状
化
」

対
策
は
緊
急
課
題

①
防
災
訓
練
に
「
津
波
」

を
想
定
し
た
も
の
を
加
え
る
。

②
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
を
つ

く
る
。
③
企
業
な
ど
と
「
津

波
避
難
ビ
ル
」
の
協
定
を
結

ぶ
。
④
古
川
に
水
門
の
設
置

を
関
係
機
関
に
要
請
す
る
こ

と
。
⑤
液
状
化
対
策
を
行
う

こ
と
。

高
層
住
宅
の
防
災
対

策
の
支
援
を

「
高
層
住
宅
等
の
震
災
対

策
要
綱
」
に
基
づ
き
、
①
安

心
し
て
住
め
る
対
策
を
業
者

に
し
っ
か
り
と
約
束
さ
せ
る
。

②
対
象
を
６
階
以
上
、
戸
数

を
５
０
戸
以
上
に
す
る
こ
と
。

③
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派

遣
だ
け
で
な
く
、
資
金
面
で

の
支
援
も
行
う
こ
と
。
④
自

己
責
任
に
せ
ず
、
自
治
会
や

防
災
住
民
組
織
に
対
し
て
、

備
蓄
物
資
や
防
災
資
機
材
の

支
援
を
行
う
こ
と
。
⑤
す
で

に
分
譲
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
備
蓄
物
資
や
防

災
資
機
材
を
備
え
る
た
め
、

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
業
者
に
も

一
定
の
負
担
を
要
請
す
る
こ

と
。

利
用
し
や
す
い
避
難
所

（
学
校
）
の
準
備
を

①
第
一
次
避
難
場
所
の
学

校
は
、
機
械
警
備
と
あ
わ
せ
、

人
的
配
置
を
行
う
こ
と
や
、

ガ
ス
が
と
ま
る
こ
と
を
想
定

し
、
給
食
施
設
は
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
で
も
使
え
る
よ
う
に

改
善
す
る
こ
と
。
②
介
護
の

必
要
な
人
が
安
心
で
き
る
施

設
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
女
性
が
安
心
し
て
避
難
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
更
衣
室

や
授
乳
室
、
オ
ム
ツ
替
室
を

設
置
す
る
こ
と
、
ほ
か
。

子
ど
も
達
を
放
射
能
か

ら
守
る
た
め
に

①
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
、
児
童
館
、
公
園
な

ど
で
放
射
線
量
に
つ
い
て
定

時
定
点
の
測
定
を
実
施
し
、

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。
そ

の
際
、
地
表
近
く
、
５
０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
１
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
を
測
定
す
る
こ
と
。

②
草
花
や
樹
木
に
つ
い
て
測

定
す
る
。
③
土
壌
汚
染
調
査

に
つ
い
て
は
、
一
回
の
調
査

場
所
を
増
や
し
、
結
果
を
公

表
す
る
こ
と
。
そ
の
結
果
、

必
要
で
あ
れ
ば
表
土
の
入
れ

替
え
、
砂
場
の
砂
の
入
れ
替

え
な
ど
を
行
う
こ
と
。
④
私

立
に
つ
い
て
も
、
意
見
を
聞

き
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。
⑤
保
育
園
や
学
校
で
プ
ー

ル
を
使
う
前
に
い
っ
せ
い
に

検
査
す
る
こ
と
。
⑥
保
育
園

で
の
ミ
ル
ク
の
調
合
、
保
育

園
や
幼
稚
園
で
の
飲
料
水
に

つ
い
て
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
。
⑦

妊
産
婦
に
、
保
存
し
て
い
る

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
配

る
こ
と
。
⑧
学
校
や
保
育
園

の
給
食
食
材
の
安
全
確
保
と

保
護
者
へ
の
情
報
提
供
を
適

宜
、
適
切
に
行
う
こ
と
。

（
そ
の
他
の
主
な

質
問
項
目
）

●
「
災
害
時
要
援
護
者
」

を
地
震
被
害
か
ら
守
れ

●
緊
急
時
の
伝
達
を
確
実

に
●
避
難
所
（
福
祉
避
難
所
）

で
の
指
定
管
理
者
の
役

割
を
明
確
に

●
３
・
１
１
を
教
訓
に
帰

宅
困
難
者
対
策
を

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
に
つ
い
て

●
小
・
中
学
校
で
の
震
災

等
の
帰
宅
の
あ
り
方
を

明
確
に

●
「
災
害
時
要
援
護
者
」

対
策
は
万
全
に
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なんでも相談会
☆毎月第３月曜日、午後６時３０分より 青山福祉会館 を予定

☆事前にご連絡いただけると幸いです。☆連絡先…風見宅℡3400-5015 控室℡3578-2945

区民のいのちと暮らし、財産を守るために

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
質
問

選
挙
後
初
の
定
例
区
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
党
区
議
団
は
、
代
表
質
問
（
風
見
）
、
一

般
質
問
（
沖
島
）
で
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
区
民
の
い
の
ち
と
財
産
を
守
る
こ
と
、
福

島
原
発
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
か
ら
生
命
を
守
る
施
策
展
開
を
求
め
る
質
問
を
し
ま
し

た
。
質
問
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
（
質
問
の
全
体
と
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
シ
か
、
区
議
団

に
問
合
わ
せ
下
さ
い
。
）

ま
た
、
福
島
原
発
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
か
ら
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
、
保
育
園
保
護
者

を
中
心
に
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に
関
す
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
六
本
木
５
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
係
わ
る
請
願
、
南
麻
布
４
丁
目
の
安

全
な
通
行
と
防
災
に
関
す
る
請
願
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
請
願
も
全
員
が
紹
介
議
員
に
な
っ
た
の
は
党
区
議
団
だ
け
で
す
。
請
願
採
択
に
も

力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

保育園の待機児童をいつまでに解消するのか

この４月に公立保育園に入園できなかった方は８
９３人。待機児解消は区長の公約。いつまでに解消
するのか、明確にすべき。

特別養護老人ホームの建設は待ったなし

４０７名もの待機者解消には、建設計画を作成し、
建設に着手すべき。多床室も含めた計画を。

７５歳以上の医療費を無料に

高齢者に長生きをしてもらうためにも、医療費削
減のためにも、早期発見、早期治療が大切。７５歳
以上の医療費を無料に。

３つの“ゼロ”の実施を迫る

本会議で代表質問する風見議員



節
電
の
一
環
と
し
て
国
道
２

４
６
号
線
（
通
称
：
青
山
通
り
）

や
一
部
の
国
道
は
、
車
道
も
歩

道
も
街
路
灯
を
点
灯
し
な
い
こ

と
（
交
差
点
は
一
部
点
灯
）
や

会
社
や
お
店
が
照
明
を
お
と
し

た
り
、
早
じ
ま
い
で
、
夜
に
な

る
と
真
っ
暗
で
す
。
自
転
車
と

歩
行
者
が
ぶ
つ
か
り
、
３
週
間

も
入
院
す
る
大
事
故
が
発
生
す

る
な
ど
、
接
触
事
故
も
増
え
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
取
材
。
記
者
が
照

度
計
で
青
山
通
り
を
測
っ
た
結

果
「
１
ル
ッ
ク
ス
で
、
映
画
館

よ
り
も
暗
い
」
こ
と
が
判
明
。

実
際
に
夜
の
青
山
通
り
を
車
で

走
っ
た
り
、
自
転
車
に
カ
メ
ラ

を
つ
け
て
走
っ
た
映
像
を
放
映

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
動
車
も

自
転
車
も
「
あ
わ
や
大
事
故
」

…
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

住
民
と
風
見
区
議
の
指
摘
で
、

東
京
国
道
事
務
所
は
、
青
山
通

り
の
歩
道
の
街
路
灯
を
点
灯
し

ま
し
た
。

原
発
事
故
の
放
射
能
か

ら
こ
ど
も
達
を
守
る
た

め
の
請
願
、
全
会
一
致

で
採
択

保
育
園
の
父
母
を
中
心
に
、

福
島
原
発
の
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
か
ら
「
子
ど
も
達
の
安

全
と
健
康
を
守
る
た

め
、
区
独
自
の
万
全

な
対
策
を
求
め
る
」

請
願
が
提
出
さ
れ
、

傍
聴
席
い
っ
ぱ
い
の

お
母
さ
ん
達
が
見
守

る
な
か
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
区

長
へ
の
「
緊
急
申
入

れ
」
や
６
月
議
会
の

代
表
質
問
な
ど
で
、

公
園
や
学
校
な
ど
で

の
放
射
能
測
定
な
ど

「
放
射
能
対
策
」
の

実
施
を
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
内
容

と
共
通
す
る
こ
と
が

請
願
に
は
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

六
本
木
５
丁
目
の
環
境

を
守
る
た
め
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
の
見
直
し

を風
見
委
員
の
奮
闘
も
あ

り
、
全
会
一
致
で
採
択

今
議
会
に
「
（
仮
称
）
港
区

六
本
木
５
丁
目
計
画
に
関
す
る

請
願
」
（
請
願
代
表
者
：
六
本

木
町
会
会
長
：
谷
口
光
一
氏
ほ

か
２
０
１
１
名
）
…
請
願
要
旨

は
、
「
単
身
者
向
け
住
戸
建
設

等
の
計
画
内
容
は
、
周
辺
地
域

の
環
境
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
計
画

説
明
会
の
対
応
を
含
め
不
安
、

危
機
感
を
抱
い
て
い
る
た
め
、

建
築
主
等
に
対
し
、
納
得
す
る

ま
で
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、

合
意
形
成
が
な
さ
れ
る
よ
う
区

議
会
か
ら
指
導
さ
れ
た
い
」
と

い
う
も
の
。
ま
た
「
（
仮
称
）

港
区
六
本
木
５
丁
目
計
画
に
関

す
る
請
願
」
（
請
願
代
表
者
：

東
洋
英
和
女
学
院
理
事
長
：
池

田
守
男
氏
ほ
か
６
４
０
名
）
も

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
業
者
が
「
ま

た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
」
と

約
束
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
説
明
書
報
告
書
」
を
受

け
取
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
説

明
会
は
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
風
見
委
員
は
、

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
、
説
明
会

は
済
ん
で
い
な
い
、
区
民
の
立

場
に
立
ち
指
導
す
る
よ
う
質
問
。

担
当
課
長
は
「
（
紛
争
予
防
条

例
の
趣
旨
に
そ
っ
て
）
き
ち
っ

と
話
し
合
い
を
す
る
よ
う
業
者

を
指
導
す
る
」
と
約
束
し
ま
し

た
。
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原発からのすみやかな撤退、自然エネルギーの本格的導入を。

ご
質
問
や
ご
要
望
は
党
区
議
団
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

日本共産党区議会議員の
常任委員会、特別委員会の所属

（常任委員会）

総務常任委員会 ○沖 島 えみ子

保健福祉常任委員会 ◎熊 田 ちづ子

建設常任委員会 風 見 利 男

区民文教常任委員会 大 滝 実

議会運営委員 風 見 利 男

（特別委員会）

交通・環境等対策特別委員会 熊 田 ちづ子

行財政等対策特別委員会 風 見 利 男

まちづくり・子育て等対策特別委員会

大 滝 実

沖 島 えみ子

防災・エレベーター等対策特別委員会

大 滝 実

熊 田 ちづ子

日本共産党港区議員団の
役割分担が決まりました

議員団長 熊田ちづ子

幹事長 風見利男

副幹事長 大滝実

事務局長 廣瀬邦治

非
常
時
だ
れ
で
も

開
け
ら
れ
ま
す

赤
坂
図
書
館
の

非
常
階
段

赤
坂
図
書
館
は
、
ビ
ル
の
３
階

に
あ
る
た
め
、
利
用
者
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す
。
火
事
な

ど
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
使
え
な
く
な
る
た
め
、

非
常
階
段
を
使
っ
て
外
に
出
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
赤
坂

図
書
館
の
非
常
階
段
は
、
ビ
ル
の

中
央
管
理
室
が
開
閉
の
操
作
し
な

け
れ
ば
開
か
な
い
こ
と
が
風
見
区

議
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
築
基
準
法
に
も
違

反
す
る
も
の
で
、
早
急
に
改
善
す

る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。
区
も
だ

れ
で
も
「
使
え
る
よ
う
に
す
る
べ

き
」
と
非
を
認
め
、
ビ
ル
の
管
理

会
社
と
話
し
合
い
を
す
す
め
、
非

常
時
、
だ
れ
で
も
開
け
ら
れ
る
よ

う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
と
風
見
区
議
の
指
摘
で

青
山
通
り
の
歩
道
街
灯
が
点
灯

「
映
画
館
よ
り
暗
い
」
と
指
摘
さ
れ
る

国
道
、
真
っ
暗
で
危
険

点灯された歩道の街路灯

誰でもあけられるようになった非常階段のドア


